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TEACCH の視点を取り入れた「自由即興」教材の提案 
―子どもの自己発見・自己肯定感の高まりを目指して― 

"Free Improvisation" Teaching Materials for Music Making Incorporating the TEACCH 
Perspective: Toward Children's Self-Discovery and Self-Affirmation 

田中 順子*1  

要 旨

本研究の目的は，発達障害とその可能性を有する子どもを含む小学校の通常学級におい

て，音楽科の教材を開発することである．本研究の特徴は，ノースキャロライナ大学が開発

した ASD を対象とした「TEACCH」プログラムの手法を用いたことと，題材として「自由

即興」を取り上げたことである．これらの工夫により障害を有する子どものみならず，すべ

ての子どもにとっても興味を持ちやすく取り組みやすい教材を目指した．また，子どもの多

様な特性を尊重し長所に注目することで，それぞれの子どもの自己発見と自己肯定につな

がるよう心がけた． 

Keywords：音楽づくり，TEACCH，自由即興，自己発見，自己肯定 
Music-Making, TEACCH, free improvisation, self-discovery, self-affirmation 

1. はじめに

文部科学省が 2022 年に発表した「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする

児童生徒に関する調査結果について」によると，普通学級に在籍する小中学生の 8.8％が学

習面又は行動面で著しい困難を示すといった，発達障害の可能性を有していることが報告

されている1．同報告書によると，「『学習面で著しい困難を示す』とは，『聞く』『話す』『読

む』『書く』『計算する』『推論する』の一つあるいは複数で著しい困難を示す場合を指し，

一方，『行動面で著しい困難を示す』とは，『不注意』『多動性－衝動性』，あるいは『対人関

係やこだわり等』について一つか複数で問題を著しく示す場合を指す2」，と説明される． 

自閉スペクトラム症（以下，ASD），注意欠如多動性障害（以下，ADHD），学習障害（以

下，LD）の特性は，一斉教授の形態を取る学校教育においてネガティブな意味合いを持つ

ことが多い．例えば，授業中に立ち歩いたり授業が理解できなかったりする子どもが複数人

いる場合，一斉授業が成立しなくなることがある．しかし，一人ひとりの子どもを大切な存

在として肯定するためには，学級の中で困った子としてレッテルを貼るのではなく，子ども

たちがそれぞれの得意を生かしながら授業に参加し，誰もが授業を楽しみ自信を抱くこと

ができるような方法を考えていくことが重要である． 

音楽科では，1951 年の学習指導要領改訂（試案）の小学校の創造的表現の指導法に，初

*1 川崎医療福祉大学 リハビリテーション学部 作業療法学科 
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めて「即興」という言葉が使われた3．即興の中でも自由即興は，上記で指摘された困難を

ポジティブなものとして受け止めることが可能である．なぜならば，自由即興の特徴は，学

校で求められる秩序や規範からの解放やノンバーバル・コミュニケーションを可能とする

からである． 

小学校の即興音楽に関する先行研究は，＜ことば＞と＜音楽＞による即興表現の類型化

モデルの提案や，ことばのパフォーマンスにおける音の探求4，「イディオム」と「トランス

フォーメーション」を基礎とした即興演奏の導入の提案や5，コード進行やイディオムに基

づく Planned Improvisation の演奏の意味と価値の経験6，多種多様な表現を認めるツールとし

てのルールに則った「コブラ」7，等が報告されている．平成 29 年の学習指導要領改訂では

「全体のまとまり」，「設定した条件」，「知識や技能を得たり生かしたり」といった表現が，

第 5 学年及び第 6 学年の目標と内容の音楽づくりの項で記述されている8．前述の先行研究

においても，即興は「自由」と「規範」のバランスで成り立つものとされ，学習者にはある

程度の「規範」を示すことが必要不可欠ではないかという意見もある9．このように「即興」

における「規律／規範」の重要性を説いた研究が多くを占めている．規律を設けない自由即

興の意義を強調する研究はほぼ皆無と言ってよい． 

音楽療法と特別支援教育を結び付ける先行研究では，特別支援学校小学部でトランペッ

トを音楽鑑賞に取り入れた教材開発10，即興的に静かに演奏されるハンドベルの余韻に注目

させることで，互いの音の響きを感じつつ繊細で丁寧な演奏が可能となった事例11，等の報

告がある．しかしながら，通常学級における発達障害の可能性を有する子どもを考慮に入れ

た即興音楽の研究はない．文部科学省の調査結果を踏まえると，今後は通常学級の中に多様

な児童がいることを想定した教科教育のあり方を考えていくことが求められると言える． 

そこで本研究の目的は，発達障害の可能性を有する子どもを含む小学校の通常学級にお

いて用いることができる，音楽科の自由即興教材を開発することとする．その際，ノースキ

ャロライナ大学が開発した ASD を対象とした TEACCH プログラム12の手法を用いて，子ど

もが多様な特性を有していても，特性を尊重し長所に注目することで，それぞれの自己発見

と自己肯定につながるような教材と教材の用い方の工夫を提案することを目指す． 

 

2. 即興演奏とは何か 
2.1 即興音楽の分類 
即興演奏とは，既成の楽曲を楽譜通りに演奏するのではなく，演奏者自らが音楽創造とそ

の現前化を同時的に行う演奏形態であり，音楽演奏自体の非記録性と瞬間性を特徴とする．

即興音楽の種類は，旋法やリズムなどの音楽的イディオムを端緒とするイディオマティッ

クな即興と，特定の音楽的イディオムを念頭に置かずに自由に行なわれる非イディオマテ

ィックな即興とに大別される13．中世・バロックの教会音楽のカデンツァ，インド古典音楽

等の民族音楽，あるいはジャズにおける即興などはイディオマティックな即興に属する．本

稿では，旋法や調性などを排した非イディオマティックな即興（以下，自由即興）を対象と



87

めて「即興」という言葉が使われた3．即興の中でも自由即興は，上記で指摘された困難を

ポジティブなものとして受け止めることが可能である．なぜならば，自由即興の特徴は，学

校で求められる秩序や規範からの解放やノンバーバル・コミュニケーションを可能とする

からである． 

小学校の即興音楽に関する先行研究は，＜ことば＞と＜音楽＞による即興表現の類型化

モデルの提案や，ことばのパフォーマンスにおける音の探求4，「イディオム」と「トランス

フォーメーション」を基礎とした即興演奏の導入の提案や5，コード進行やイディオムに基

づく Planned Improvisation の演奏の意味と価値の経験6，多種多様な表現を認めるツールとし

てのルールに則った「コブラ」7，等が報告されている．平成 29 年の学習指導要領改訂では

「全体のまとまり」，「設定した条件」，「知識や技能を得たり生かしたり」といった表現が，

第 5 学年及び第 6 学年の目標と内容の音楽づくりの項で記述されている8．前述の先行研究

においても，即興は「自由」と「規範」のバランスで成り立つものとされ，学習者にはある

程度の「規範」を示すことが必要不可欠ではないかという意見もある9．このように「即興」

における「規律／規範」の重要性を説いた研究が多くを占めている．規律を設けない自由即

興の意義を強調する研究はほぼ皆無と言ってよい． 

音楽療法と特別支援教育を結び付ける先行研究では，特別支援学校小学部でトランペッ

トを音楽鑑賞に取り入れた教材開発10，即興的に静かに演奏されるハンドベルの余韻に注目

させることで，互いの音の響きを感じつつ繊細で丁寧な演奏が可能となった事例11，等の報

告がある．しかしながら，通常学級における発達障害の可能性を有する子どもを考慮に入れ

た即興音楽の研究はない．文部科学省の調査結果を踏まえると，今後は通常学級の中に多様

な児童がいることを想定した教科教育のあり方を考えていくことが求められると言える． 

そこで本研究の目的は，発達障害の可能性を有する子どもを含む小学校の通常学級にお

いて用いることができる，音楽科の自由即興教材を開発することとする．その際，ノースキ

ャロライナ大学が開発した ASD を対象とした TEACCH プログラム12の手法を用いて，子ど

もが多様な特性を有していても，特性を尊重し長所に注目することで，それぞれの自己発見

と自己肯定につながるような教材と教材の用い方の工夫を提案することを目指す． 

 

2. 即興演奏とは何か 
2.1 即興音楽の分類 

即興演奏とは，既成の楽曲を楽譜通りに演奏するのではなく，演奏者自らが音楽創造とそ

の現前化を同時的に行う演奏形態であり，音楽演奏自体の非記録性と瞬間性を特徴とする．

即興音楽の種類は，旋法やリズムなどの音楽的イディオムを端緒とするイディオマティッ
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ィックな即興とに大別される13．中世・バロックの教会音楽のカデンツァ，インド古典音楽

等の民族音楽，あるいはジャズにおける即興などはイディオマティックな即興に属する．本

稿では，旋法や調性などを排した非イディオマティックな即興（以下，自由即興）を対象と

する．その理由については後述する． 

2.2 学習指導要領における即興の位置づけ 
音楽の目標は，次のようになっている．「表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・

考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す． 1  曲想と音楽の構造などとのかかわりについて理解するとともに，表し

たい音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする． 2  音楽表現を工夫する

ことや，音楽を味わって聴くことができるようにする． 3  音楽活動の楽しさを体験するこ

とを通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに，音楽に親しむ態度を

養い，豊かな情操を培う14」． 

上記の目標のもと，内容は A 表現と B 鑑賞に大きく分けられており，即興が含まれる「音

楽づくり」は，A 表現に該当する．「A 表現」の（3）音楽づくりの指導に当たっては，学習

指導要領の「指導計画の作成と内容の取扱い」に，次のように記載されている． 

 

ア 音遊びや即興的な表現では，身近なものから多様な音を探したり，リズムや旋律を

模倣したりして，音楽づくりのための発想を得ることができるように指導するこ

と．その際，適切な条件を設定するなど，児童が無理なく音を選択したり組み合わ

せたりすることができるように指導を工夫すること． 

イ どのような音楽を，どのようにしてつくるかなどについて，児童の実態に応じて具

体的な例を示しながら指導するなど，見通しをもって音楽づくりの活動ができる

よう指導を工夫すること． 

ウ つくった音楽については，指導のねらいに即し，必要に応じて作品を記録させるこ

と．作品を記録する方法については，図や絵によるもの，五線譜など柔軟に指導す

ること． 

エ 拍のないリズム，我が国の音楽に使われている音階や調性にとらわれない音階な

どを児童の実態に応じて取り上げるようにすること15． 

 

学習指導要領に示されているように，音楽づくりのうち特に即興は，導入期は適切な条件

を設定したり，具体的な例を示したりすることにより，児童が見通しをもって学習すること

ができるよう工夫する必要がある．また，即興が子どもたちの自己発見や自己肯定につなが

るよう，作品自体を記録したり，作品づくりを通して感じたことなどを振り返る機会を与え

たりすることも重要である． 

2.3 自由即興を教材とすることの意義

新しい自己の発見や自己肯定感の育成を達成するためには，以下のような基本的要素を

満たしておく必要がある．例えば，能力による優劣が生じないこと，五線譜が読めなくても

階名が分からなくても誰でも演奏できること，参加・不参加の自由を保障すること，一人ひ

とりの得意分野を生かすこと，他者との関わりの機会とすること，等である．それを可能と
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するのが「自由即興」なのである． 

音楽づくりの活動は，『音遊びや即興的に表現する』活動（ｱ）と，『音を音楽へと構成す

る』活動（ｲ）からなり16，「指導に当たっては，『音遊びや即興的に表現する』活動から『音

を音楽へと構成する』活動へのつながりについても配慮する必要がある17」と述べられてい

る．これは既成の音楽にとらわれない自由度を求められつつ，同時に音楽としての構成要素

をも求められていると解釈できるが，議論の余地がある．小島は，「子どもたちの作るもの

が作品としてまとまりをもち，みんなに受け入れられる出来映えにするために，文化にある

形式や技法を教えることに教師の目がいきがちになる18」と指摘している．子どもの内側か

ら湧き上がるもの，すなわち「内なるもの」を素のまま教師が享受することが重要なのであ

る．そのことにより，子どもの感情や感性は日本の学校教育が陥りがちな定型や規律から解

放され，ありのままを受容された経験を持つこととなる．子どもたちの感性を伸ばすために

は，「内なるもの」を大切に取り扱う姿勢が教師には求められる． 

ルソーは，人間の理性はまず感覚的理性であり，それが知的理性の基礎として働くと述べ，

器官や感覚がまだ柔軟なうちに，その固有機能の訓練をすることが重要であると強調して

いる19．自由即興で感情優位にして自由奔放に音を鳴らすという原始的な作業をすることは，

人間の成長の均衡を保つためにも重要な意味がある． 

ここで，昨今学校音楽でも導入されているコンピューター音楽と即興音楽の違いについ

て触れておく．田中は「コンピューターの場合，一旦作ってしまえば，いつでも何時でもま

ったく同じ表現ができる．言い換えれば，まったく同じ表現しかできない20」と指摘してい

る．自由即興は譜面通りに演奏する再現音楽やコンピューター音楽とは異なり，二度と再現

することができない．つまり一期一会の出会いであり，「偶然性」の音楽である．かつてジ

ョン・ケージは西洋音楽の価値観を覆す「偶然性の音楽」を創始したが，日本の学校教育に

おける音楽にそうした発想を持ち込むことは，課題として残っていると言える． 

2.4 子どもの多様性への対応と TEACCH21 
Mesibov は，TEACCH は「ASD 障害の人を理解し敬意を払うことを最優先にする22」と述

べている．これは ASD に限らずすべての障害を有する子どもにも適用されるべき基本理念

であろう．TEACCH では環境の意味をその人に合わせて理解できる方法で伝えるための支

援として，生活や学習などの環境やスケジュールなどを視覚的に構造化（Visual Structuring）

する23．学校にあってはカリキュラムの個別化，順序立て，情報と教材の整理等が重要であ

るとし，それらの提示に絵やカラーテープや机の配置等で物理的に構造化するのである．一

例として，楽器や道具の保管場所は，種類ごとに名称だけでなく絵を貼り付け，カラーテー

プで境界を明確化する．このようにすることで ASD の子どもだけでなくすべての子どもに

とって，物の配置が理解しやすくなる． 

発達障害がある子どもは，聴覚過敏や声量調整困難，リズムや音程などの認知困難，手指

の巧緻性の低下による楽器演奏の拙劣さなどの特性を有することが多い．そのため，音楽の

授業自体に対する苦手意識を抱いていることも少なくない．特に聴覚過敏を有する子ども
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に対しては，音そのものが侵襲となり得ることを留意する必要がある．具体的には，イヤー
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図 1 図形楽譜の例

 大学生が制作した図形楽譜 
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るとし，それらの提示に絵やカラーテープや机の配置等で物理的に構造化するのである．一

例として，楽器や道具の保管場所は，種類ごとに名称だけでなく絵を貼り付け，カラーテー

プで境界を明確化する．このようにすることで ASD の子どもだけでなくすべての子どもに

とって，物の配置が理解しやすくなる． 

発達障害がある子どもは，聴覚過敏や声量調整困難，リズムや音程などの認知困難，手指
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表
1

自
由

即
興

の
6
段
階

 
段

階
 

テ
ー
マ

 
ね
ら
い

 
学
習
活
動

 
教
師
の
支
援

 
演
奏
例

 
TE

A
CC

H
の
工
夫

 

１
 

楽
器

で
遊

ぶ
 

・
各

楽
器

の
も

つ
響

き
の

違
い

や
音

の
大

き
さ

の
違

い
に
気
づ
き
，
各
楽
器
の
特

徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

．
 

 

・
様
々
な
楽
器
に
触
り
音
を
鳴
ら
す
．

 
・
楽
器
を

1
つ
ず
つ
鳴
ら
し

，
音
の
余

韻
を
静
か
に
聴

く
．

 
・

正
し

い
奏

法
だ

け
で
な

く
新

し
い
奏

法
を
発
見

す
る

．
 

・
感
想
を
言

う
．
ま
た
は
文
章
に
書
く
． 

・
民
族
楽
器
，
和
楽
器
，
電
子
楽
器
な
ど

，
可
能
な
限

り
多
数
の
楽
器
を
準
備
し
て
，
様
々
な
音
色
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
．

 
・
楽
器
の
持
ち
方
や
力
の
入
れ
方
で
音
色
が
変
わ
る
こ

と
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

．
 

・
楽
器
を
種
類
別
に

1
つ
ず
つ
鳴
ら

す
．

 
・
余
韻
が
消
え
る
ま
で
静
か
に
聴
く

．
 

・
タ
ン
ブ
リ
ン
を
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
で
叩
い
て
み
る
な
ど

，
複
数
の
楽
器
を

組
み
合
わ
せ
て

1
つ
の
楽
器
と
し
て
演
奏
す
る

．
 

・
ピ
ア
ノ
演
奏
の
場
合
は
，
黒
鍵
だ
け
を
弾
く

，
指

1
本
で
弾
く
，
げ
ん

こ
つ
で
叩
く
．
鍵
盤
の
位
置
が
分
か
る
子
ど
も
は
，「

シ
」
と
「
ミ
」
だ
け

弾
く
．
緊
張
を
軽
減
す
る
た
め
に
は

，
子
ど
も
だ
け
で
演
奏
さ
せ
ず
教
師

も
即
興
で
子
ど
も
の
音
に
合
わ
せ
て

演
奏
す
る
．

 

・
A

SD
の

子
ど

も
は

苦
手
な

音
も
あ

る
が

好
き
な

音

も
あ
る
．

楽
器
は
子
ど
も
に
選
ば
せ
る
．

 
・

突
然
大
量
の
音
が
鳴
る
と

A
SD

の
子
ど
も
に
は

過

剰
な
刺
激
と
な
り
う
る
．
次
に
鳴
ら
す
楽
器
を
示
し
た

り
，
楽
器
の
数
や
音
の
大
き
さ
を
漸
増
し
た
り
す
る

こ

と
で
適
応
し
や
す
く
な
る
．

 

２
 

図
形

楽
譜

で
演

奏
す

る
 

・
楽

譜
は

五
線

譜
以

外
の

も
の

も
あ

る
こ

と
を

知
る

こ
と
が
で
き
る

．
 

・
演

奏
に

関
す

る
柔

軟
な

発
想

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
五

線
譜

が
読

め
な

く
と

も
，
音
楽
を
楽
し
み

，
音
楽

へ
の

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き
る
．

 

・
図
形
楽
譜
を
創
作
す
る
．

 
・
霧
吹
き
，
振
り
か
け
，
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
，

フ
ィ

ン
ガ

ー
ペ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

，
な
ぐ

り
描

き
，

色
マ

ジ
ッ

ク
や

色
鉛

筆
な
ど

に
よ

る
自

由
画

な
ど

の
例

を
参

考
に
創

作
す
る
．

 
・

そ
の

図
形

楽
譜

を
見
な

が
ら

演
奏
す

る
．

 
・
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
，
演
奏

後
の
感
想
な
ど
を
言
い
合
う
．

 

・
子
ど
も
た
ち

が
図
形
楽
譜
を

作
成

す
る
こ
と

が
難
し

い
場
合
は

，
既
成
の
絵
・
図
・
写
真
を
用
い
る

．
 

・
楽

譜
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
で

ス
ク

リ
ー

ン
に

投
影

し
，
全
員
が
楽
譜
を
見
な
が
ら
演
奏
で
き
る
よ
う
に

す

る
．

 
 

・
図
形
の
線
や
色
や
パ
ー
ツ
な
ど
で
楽
器
を
決
め
て
演
奏
す
る
．
導
入
時

に
は
枠
を
設
定
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
参
加
が
で
き
る

．
 

・
打
楽
器
だ
け
で
演
奏
す
る
，
あ
る
い
は
鍵
盤
楽
器
だ
け
で
演
奏
す
る
な

ど
，
楽
器
を
選
択
し
て
演
奏
す
る
．
楽
器
の
種
類
に
よ
る
響
き
の
違
い
を

味
わ
わ
せ
る
効
果
が
あ
る

．
 

・
各
自
数
字
を

1
か
ら

8
ま
で
書
き
，
好
き
な
数
字

2～
3
個
を
○
で
囲

む
．
○
の
箇
所
だ
け
各
自
が
音
を
鳴
ら

し
，

集
団
で
演
奏
す
る
．

 
・
全
員
で

1
つ
の
図
形
楽
譜
を
見
な
が
ら
同
時
に
自
由
に
演
奏
す
る
．
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
の
調
和
を
楽
し
ん
だ
り
，
自
由
に
か
き
鳴
ら
し
た
り
す

る
こ
と
で
気
分
を
発
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

 

・
一
般
的
に

自
由
即
興
で
は
，
開
始

も
終
了
も

合
図
は

な
い

．
気
配
を
読
む

こ
と
が
困
難
な
子
ど
も
が
い
る
場

合
は

，
教
師
が
開
始
の
合
図
を
出
す
．

 
・
終
了

も
最
初
に
時
間
を
決
め
て
お
き
，
秒
ま
で
表
示

で
き
る
タ
イ
マ
ー
を
見
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
．
終

了
が

予
測

で
き

る
た

め
不

安
が

強
い

子
ど

も
は

安
心

で
き
る
．

 

３
 

映
像

楽
譜

で
演

奏
す

る
 

・
楽

譜
は

五
線

譜
以

外
の

も
の

も
あ

る
こ

と
を

知
る

こ
と
が
で
き
る

．
 

・
演

奏
に

関
す

る
柔

軟
な

発
想

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
五

線
譜

が
読

め
な

く
と

も
，
音
楽
を
楽
し
み

，
音
楽

へ
の

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き
る
．

 

・
映
像
を
録
画
し
，
そ
の

映
像

を
見
な
が

ら
演
奏
す
る
．

 
・
映
像
に

タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
み
る
．

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 
 

・
動

画
サ

イ
ト

か
ら

適
当

な
映

像
を

探
し

て
も

良
い

し
，
子
ど
も
と
と
も
に

映
像

を
撮
影
し
て
も
良
い
．
例

え
ば
，
電
線
に
止
ま
っ
て
い
る
鳥
が
飛
び
立
っ
た
り
飛

ん
で
来
た
り
す
る
様
子
，
道
路
の
往
来
，
料
理
を
作
る

過
程
な
ど

，
動
き
が
あ
る

映
像

は
使
い
や
す
い

．
 

・
映
像
が
例
え
ば
道
路
の
往
来
の
場
合
と
す
る
と
，
車
＝
打
楽
器

，
自
転

車
＝
鍵
盤
楽
器

，
バ
イ
ク

＝
管
楽
器

，
歩
行
者
＝
声
な
ど
と
演
奏

役
割
を

分
け
て
，

画
面
に
現
れ
る
も
の
に
合
わ
せ
て
各
自
が
音
を
鳴
ら
す

．
 

 

・
聴
覚
過
敏
の
子
ど
も
に
は
イ
ヤ
ー
マ
フ
の
装
着
を
試

み
た
り
，
落
ち
着
く
場
所
に
移
動
さ
せ
た
り
な
ど
の
工

夫
を
す
る

．
 

・
演
奏
で
の
参
加
が
難
し
い
場
合

は
，
調
査
，
機
械
操

作
，
録
画
，
監
督
な
ど
で

活
躍
で
き
る
場
を
設
定
す
る

． 

４
 

楽
器

以
外

の
モ

ノ
で

演
奏
す
る

 

・
楽

器
演

奏
に

苦
手

意
識

を
も

つ
子

ど
も

で
あ

っ
て

も
音
楽
を
楽
し
み

，
音
楽
へ

の
興

味
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る
．

 
・

音
の

素
材

は
楽

器
だ

け

で
な
く
，
身
近
に
た
く
さ
ん

あ
る

こ
と

に
気

づ
く

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
身
近
に
あ
る
音
の
出
る
モ
ノ
を
探

し
，

見
つ
け
た
モ
ノ
で
演
奏
す
る

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 

・
教
室
に
あ
る
も
の

，
自
宅
の
台
所
に
あ
る
も
の
，
か

ば
ん

の
中

に
あ

る
も

の
な

ど
か

ら
音

が
出

る
も

の
を

探
さ
せ
，

音
の
出
し
方
を
考
え
さ
せ
る
．

 
・
空
調
の
音
や
往
来
の
音

，
自
然
音
に
も
気
づ
か
せ
る

． 
・
単
体
だ
け
で
な
く
，
段
ボ
ー
ル
を
定
規
で
こ
す
る
な

ど
組
み
合
わ
せ
の
発
想
に
も
気
づ
か
せ
る

．
 

・
ス
ー
パ
ー
の
袋

，
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
，
鍋
，
壁
，
机

，
体
な
ど
を
用
い
て

音
を
出
す
．

 
・
機
械
音

，
自
然
音
な
ど
を
演
奏
に
取
り
入
れ
る
．

 

・
お
気
に
入
り
の
モ
ノ
を
友
だ
ち
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と

を
嫌
が
る
こ
と
が
あ
る
．
モ
ノ
の
交
換
使
用
は

慎
重
に

す
る
．

 

５
 

テ
ー

マ
を

決
め

て
演

奏
す
る

 

・
第

6段
階
の
自
由
即
興
の

準
備
段
階
と
し
て

，
自
由
即

興
に

近
い

演
奏

を
行

う
こ

と
が
で
き
る
．

 
 

・
テ
ー
マ
を
決
め
て
，
テ
ー
マ
に
合
っ
た

音
を

イ
メ

ー
ジ

し
な

が
ら

即
興

で
演
奏

す
る
．

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 

・
テ
ー
マ
を
例
示
し
た
あ
と
，
子
ど
も
た
ち
が
テ
ー
マ

を
決
め
る
の
を
援
助
す
る
．

 
・
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
テ
ー
マ
を
決
め
発
表

さ
せ
て

も
良
い
．

 

・
テ
ー
マ
の
例
と
し
て

，「
春
」，
「
お
化
け
屋
敷
」，
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
な
ど

季
節
に
関
す
る
も
の
，「

腰
の
曲
が
っ
た
お
じ
い
さ
ん
」，
「
ね
ず
み
と
ね
こ

の
追
い
か
け
っ
こ
」
な
ど
生
き
物
に
関
す
る
も
の
，「

着
て
い
く
服
が
決
ま

ら
な
い
と
き
」，

「
道
に
迷
っ
た
と
き
」
の
よ
う
に
抽
象
的
な
も
の

な
ど
，

何
で
も
良
い
．

 
 

・「
か
す
か
な
音
楽
」
，「

月
光
」
な
ど
，
テ
ー
マ
を
工
夫

す
る

こ
と

で
聴

覚
過

敏
の

子
ど

も
で

も
参

加
し

や
す

い
．
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
な
ど
静
か
で
優
し
い
音
の
出
る

楽
器
を
使
用
す
る
．

 

６
 

自
由

即
興

を
す
る

 
・
『
規
律

』
に
捕
ら
わ

れ
な

い
音

楽
を

創
造

す
る

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
ル

ー
ル

や
テ

ー
マ

を
決

め
ず

に
自
由

に
即
興
演
奏
を
す
る

．
 

・
楽
器
は
何
を
使
っ
て
も
良
い

．
声
や
音

を
使
っ
て
も
良
い
．

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 

・
子
ど
も
の
自
由
な

発
想
を
引
き
出
す
た
め
に
教
師
自

ら
が
あ
ら
ゆ
る
奏
法
を
試
み
て

見
せ
る
．

 
 

・
い
っ
さ
い
の
『
規
律
』
を
排
除
し
て
感
性
の
赴
く
ま
ま
に

集
団
で
演
奏

す
る
．

 
・
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
だ
け
で
演
奏
す
る

，
声
だ
け
で
演
奏
す
る
．
打
楽
器

と
声
で
演
奏
す
る
な
ど
，

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
．

 
 

・
過
剰
な
刺
激
に
よ
る

パ
ニ
ッ
ク

に
は
，
教
室
の
隅
に

段
ボ
ー
ル
で
区
切
っ
た
鎮
静
部
屋
を
用
意
し
た
り
，
図

書
室
や
保
健
室
で
落
ち
着
く
ま
で
過
ご
さ
せ
る

17
．
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表
1

自
由

即
興

の
6
段

階
 

段
階

 
テ
ー
マ

 
ね
ら
い

 
学
習
活
動

 
教
師
の
支
援

 
演
奏
例

 
TE

A
CC

H
の
工
夫

 

１
 

楽
器

で
遊

ぶ
 

・
各

楽
器

の
も

つ
響

き
の

違
い

や
音

の
大

き
さ

の
違

い
に
気
づ
き
，
各
楽
器
の
特

徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

．
 

 

・
様
々
な
楽
器
に
触
り
音
を
鳴
ら
す
．

 
・
楽
器
を

1
つ
ず
つ
鳴
ら
し

，
音
の
余

韻
を
静
か
に
聴

く
．

 
・

正
し

い
奏

法
だ

け
で
な

く
新

し
い
奏

法
を
発
見

す
る

．
 

・
感
想
を
言

う
．
ま
た
は
文
章
に
書
く
． 

・
民
族
楽
器
，
和
楽
器
，
電
子
楽
器
な
ど

，
可
能
な
限

り
多
数
の
楽
器
を
準
備
し
て
，
様
々
な
音
色
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
．

 
・
楽
器
の
持
ち
方
や
力
の
入
れ
方
で
音
色
が
変
わ
る
こ

と
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

．
 

・
楽
器
を
種
類
別
に

1
つ
ず
つ
鳴
ら

す
．

 
・
余
韻
が
消
え
る
ま
で
静
か
に
聴
く

．
 

・
タ
ン
ブ
リ
ン
を
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
で
叩
い
て
み
る
な
ど

，
複
数
の
楽
器
を

組
み
合
わ
せ
て

1
つ
の
楽
器
と
し
て
演
奏
す
る

．
 

・
ピ
ア
ノ
演
奏
の
場
合
は
，
黒
鍵
だ
け
を
弾
く

，
指

1
本
で
弾
く
，
げ
ん

こ
つ
で
叩
く
．
鍵
盤
の
位
置
が
分
か
る
子
ど
も
は
，「

シ
」
と
「
ミ
」
だ
け

弾
く
．
緊
張
を
軽
減
す
る
た
め
に
は

，
子
ど
も
だ
け
で
演
奏
さ
せ
ず
教
師

も
即
興
で
子
ど
も
の
音
に
合
わ
せ
て

演
奏
す
る
．

 

・
A

SD
の

子
ど

も
は

苦
手
な

音
も
あ

る
が

好
き
な

音

も
あ
る
．

楽
器
は
子
ど
も
に
選
ば
せ
る
．

 
・

突
然
大
量
の
音
が
鳴
る
と

A
SD

の
子
ど
も
に
は

過

剰
な
刺
激
と
な
り
う
る
．
次
に
鳴
ら
す
楽
器
を
示
し
た

り
，
楽
器
の
数
や
音
の
大
き
さ
を
漸
増
し
た
り
す
る

こ

と
で
適
応
し
や
す
く
な
る
．

 

２
 

図
形

楽
譜

で
演

奏
す

る
 

・
楽

譜
は

五
線

譜
以

外
の

も
の

も
あ

る
こ

と
を

知
る

こ
と
が
で
き
る

．
 

・
演

奏
に

関
す

る
柔

軟
な

発
想

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
五

線
譜

が
読

め
な

く
と

も
，
音
楽
を
楽
し
み

，
音
楽

へ
の

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き
る
．

 

・
図
形
楽
譜
を
創
作
す
る
．

 
・
霧
吹
き
，
振
り
か
け
，
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
，

フ
ィ

ン
ガ

ー
ペ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

，
な
ぐ

り
描

き
，

色
マ

ジ
ッ

ク
や

色
鉛

筆
な
ど

に
よ

る
自

由
画

な
ど

の
例

を
参

考
に
創

作
す
る
．

 
・

そ
の

図
形

楽
譜

を
見
な

が
ら

演
奏
す

る
．

 
・
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
，
演
奏

後
の
感
想
な
ど
を
言
い
合
う
．

 

・
子
ど
も
た
ち

が
図
形
楽
譜
を

作
成

す
る
こ
と

が
難
し

い
場
合
は

，
既
成
の
絵
・
図
・
写
真
を
用
い
る

．
 

・
楽

譜
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
で

ス
ク

リ
ー

ン
に

投
影

し
，
全
員
が
楽
譜
を
見
な
が
ら
演
奏
で
き
る
よ
う
に

す

る
．

 
 

・
図
形
の
線
や
色
や
パ
ー
ツ
な
ど
で
楽
器
を
決
め
て
演
奏
す
る
．
導
入
時

に
は
枠
を
設
定
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
参
加
が
で
き
る

．
 

・
打
楽
器
だ
け
で
演
奏
す
る
，
あ
る
い
は
鍵
盤
楽
器
だ
け
で
演
奏
す
る
な

ど
，
楽
器
を
選
択
し
て
演
奏
す
る
．
楽
器
の
種
類
に
よ
る
響
き
の
違
い
を

味
わ
わ
せ
る
効
果
が
あ
る

．
 

・
各
自
数
字
を

1
か
ら

8
ま
で
書
き
，
好
き
な
数
字

2～
3
個
を
○
で
囲

む
．
○
の
箇
所
だ
け
各
自
が
音
を
鳴
ら

し
，

集
団
で
演
奏
す
る
．

 
・
全
員
で

1
つ
の
図
形
楽
譜
を
見
な
が
ら
同
時
に
自
由
に
演
奏
す
る
．
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
の
調
和
を
楽
し
ん
だ
り
，
自
由
に
か
き
鳴
ら
し
た
り
す

る
こ
と
で
気
分
を
発
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

 

・
一
般
的
に

自
由
即
興
で
は
，
開
始

も
終
了
も

合
図
は

な
い

．
気
配
を
読
む

こ
と
が
困
難
な
子
ど
も
が
い
る
場

合
は

，
教
師
が
開
始
の
合
図
を
出
す
．

 
・
終
了

も
最
初
に
時
間
を
決
め
て
お
き
，
秒
ま
で
表
示

で
き
る
タ
イ
マ
ー
を
見
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
．
終

了
が

予
測

で
き

る
た

め
不

安
が

強
い

子
ど

も
は

安
心

で
き
る
．

 

３
 

映
像

楽
譜

で
演

奏
す

る
 

・
楽

譜
は

五
線

譜
以

外
の

も
の

も
あ

る
こ

と
を

知
る

こ
と
が
で
き
る

．
 

・
演

奏
に

関
す

る
柔

軟
な

発
想

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
五

線
譜

が
読

め
な

く
と

も
，
音
楽
を
楽
し
み

，
音
楽

へ
の

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き
る
．

 

・
映
像
を
録
画
し
，
そ
の

映
像

を
見
な
が

ら
演
奏
す
る
．

 
・
映
像
に

タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
み
る
．

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 
 

・
動

画
サ

イ
ト

か
ら

適
当

な
映

像
を

探
し

て
も

良
い

し
，
子
ど
も
と
と
も
に

映
像

を
撮
影
し
て
も
良
い
．
例

え
ば
，
電
線
に
止
ま
っ
て
い
る
鳥
が
飛
び
立
っ
た
り
飛

ん
で
来
た
り
す
る
様
子
，
道
路
の
往
来
，
料
理
を
作
る

過
程
な
ど

，
動
き
が
あ
る

映
像

は
使
い
や
す
い

．
 

・
映
像
が
例
え
ば
道
路
の
往
来
の
場
合
と
す
る
と
，
車
＝
打
楽
器

，
自
転

車
＝
鍵
盤
楽
器

，
バ
イ
ク

＝
管
楽
器

，
歩
行
者
＝
声
な
ど
と
演
奏

役
割
を

分
け
て
，

画
面
に
現
れ
る
も
の
に
合
わ
せ
て
各
自
が
音
を
鳴
ら
す

．
 

 

・
聴
覚
過
敏
の
子
ど
も
に
は
イ
ヤ
ー
マ
フ
の
装
着
を
試

み
た
り
，
落
ち
着
く
場
所
に
移
動
さ
せ
た
り
な
ど
の
工

夫
を
す
る

．
 

・
演
奏
で
の
参
加
が
難
し
い
場
合

は
，
調
査
，
機
械
操

作
，
録
画
，
監
督
な
ど
で

活
躍
で
き
る
場
を
設
定
す
る

． 

４
 

楽
器

以
外

の
モ

ノ
で

演
奏
す
る

 

・
楽

器
演

奏
に

苦
手

意
識

を
も

つ
子

ど
も

で
あ

っ
て

も
音
楽
を
楽
し
み

，
音
楽
へ

の
興

味
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る
．

 
・

音
の

素
材

は
楽

器
だ

け

で
な
く
，
身
近
に
た
く
さ
ん

あ
る

こ
と

に
気

づ
く

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
身
近
に
あ
る
音
の
出
る
モ
ノ
を
探

し
，

見
つ
け
た
モ
ノ
で
演
奏
す
る

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 

・
教
室
に
あ
る
も
の

，
自
宅
の
台
所
に
あ
る
も
の
，
か

ば
ん

の
中

に
あ

る
も

の
な

ど
か

ら
音

が
出

る
も

の
を

探
さ
せ
，

音
の
出
し
方
を
考
え
さ
せ
る
．

 
・
空
調
の
音
や
往
来
の
音

，
自
然
音
に
も
気
づ
か
せ
る

． 
・
単
体
だ
け
で
な
く
，
段
ボ
ー
ル
を
定
規
で
こ
す
る
な

ど
組
み
合
わ
せ
の
発
想
に
も
気
づ
か
せ
る

．
 

・
ス
ー
パ
ー
の
袋

，
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
，
鍋
，
壁
，
机

，
体
な
ど
を
用
い
て

音
を
出
す
．

 
・
機
械
音

，
自
然
音
な
ど
を
演
奏
に
取
り
入
れ
る
．

 

・
お
気
に
入
り
の
モ
ノ
を
友
だ
ち
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と

を
嫌
が
る
こ
と
が
あ
る
．
モ
ノ
の
交
換
使
用
は

慎
重
に

す
る
．

 

５
 

テ
ー

マ
を

決
め

て
演

奏
す
る

 

・
第

6段
階
の
自
由
即
興
の

準
備
段
階
と
し
て

，
自
由
即

興
に

近
い

演
奏

を
行

う
こ

と
が
で
き
る
．

 
 

・
テ
ー
マ
を
決
め
て
，
テ
ー
マ
に
合
っ
た

音
を

イ
メ

ー
ジ

し
な

が
ら

即
興

で
演
奏

す
る
．

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 

・
テ
ー
マ
を
例
示
し
た
あ
と
，
子
ど
も
た
ち
が
テ
ー
マ

を
決
め
る
の
を
援
助
す
る
．

 
・
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
テ
ー
マ
を
決
め
発
表

さ
せ
て

も
良
い
．

 

・
テ
ー
マ
の
例
と
し
て

，「
春
」，
「
お
化
け
屋
敷
」，
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
な
ど

季
節
に
関
す
る
も
の
，「

腰
の
曲
が
っ
た
お
じ
い
さ
ん
」，
「
ね
ず
み
と
ね
こ

の
追
い
か
け
っ
こ
」
な
ど
生
き
物
に
関
す
る
も
の
，「

着
て
い
く
服
が
決
ま

ら
な
い
と
き
」，

「
道
に
迷
っ
た
と
き
」
の
よ
う
に
抽
象
的
な
も
の

な
ど
，

何
で
も
良
い
．

 
 

・「
か
す
か
な
音
楽
」
，「

月
光
」
な
ど
，
テ
ー
マ
を
工
夫

す
る

こ
と

で
聴

覚
過

敏
の

子
ど

も
で

も
参

加
し

や
す

い
．
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
な
ど
静
か
で
優
し
い
音
の
出
る

楽
器
を
使
用
す
る
．

 

６
 

自
由

即
興

を
す
る

 
・
『
規
律

』
に
捕
ら
わ

れ
な

い
音

楽
を

創
造

す
る

こ
と

が
で
き
る

．
 

・
ル

ー
ル

や
テ

ー
マ

を
決

め
ず

に
自
由

に
即
興
演
奏
を
す
る

．
 

・
楽
器
は
何
を
使
っ
て
も
良
い

．
声
や
音

を
使
っ
て
も
良
い
．

 
・
感
想
を
言
い
合
う
．

 

・
子
ど
も
の
自
由
な

発
想
を
引
き
出
す
た
め
に
教
師
自

ら
が
あ
ら
ゆ
る
奏
法
を
試
み
て

見
せ
る
．

 
 

・
い
っ
さ
い
の
『
規
律
』
を
排
除
し
て
感
性
の
赴
く
ま
ま
に

集
団
で
演
奏

す
る
．

 
・
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
だ
け
で
演
奏
す
る

，
声
だ
け
で
演
奏
す
る
．
打
楽
器

と
声
で
演
奏
す
る
な
ど
，

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
．

 
 

・
過
剰
な
刺
激
に
よ
る

パ
ニ
ッ
ク

に
は
，
教
室
の
隅
に

段
ボ
ー
ル
で
区
切
っ
た
鎮
静
部
屋
を
用
意
し
た
り
，
図

書
室
や
保
健
室
で
落
ち
着
く
ま
で
過
ご
さ
せ
る

17
．

 

4. 考察 
本稿では，指導の工夫に TEACCH の視点を取り入れることにより，発達障害やその可能

性を有する児童といった，多様な特性を持つ子どもがいる通常学級で実践できるよう，自由

即興の指導の進め方と具体的な教材例とその用い方を提案した．その際，自由即興に特有の

「自由」表現の難しさに対応するために，徐々に自由度が上がるよう，6 段階に分けた上で，

それぞれの段階の学習活動や指導の工夫を具体的に示した．  

自由即興の特徴は，五線譜のとおりに演奏する再現音楽と異なり，楽譜通りに演奏しなけ

ればいけないという緊張感を抱く必要がない．そのため子どもは安心して音を出すことが

できる．また，五線譜の読めない子どもでも演奏が可能となり，能力の差異は消去される．

本来の「音楽」とは，このように楽しむものであったはずである．音楽科は，その重要性を

熟考するべきであろう． 

本稿では TEACCH の視点と共に，子どもの自己発見と自己肯定に焦点を当てた．「短所に

着目する教育法は，生徒が理解していないことは何か，できないことは何かを繰り返し取り

上げるので，関係者すべてにとって否定的である傾向が強い25」と指摘されるとおり，問題

点を改善しようとする方法は，存在を肯定する教育法の対極にある． 

子どもの自己発見とは音楽の授業は苦手だと思い込んでいた子どもが，自分の強みを授

業で発揮することで音楽を楽しめる自分を発見することであったり，自己否定感の強い子

どもが自分の良さに気づくことであったり，今まで気づかなかった意外な能力があること

を発見すること等を指す．自己肯定感を高めるとは，何かができることで自信を付け自己肯

定感が高まることもあるが，失敗のない授業によって安心を得て，教師や級友から能力に関

係なく受け入れられることで，存在
．．

自体が肯定されること
．．．．．．．．．．

で培われるものでもある． 
本稿の自由即興に含まれる，自己肯定感を高める要素を以下にまとめる． 

・正しいこと上手であることよりもユニークでおもしろいことに価値をおく． 

・音楽は苦手であっても，描画や映像編集などその子どもが得意なことで活躍できる． 

・楽器演奏が苦手であっても，技術を問われない即興演奏では安心して参加ができる． 

・失敗がないため，羞恥心や劣等感を感じることがない． 

・安心して演奏ができることは，自己表出の機会となり自己の解放につながる．  

・自己の解放によって，普段抑圧されている原始的欲求が満たされる． 

・どんな音を出しても否定されずほめられる． 

 

学習指導要領の示す「生きる力」は，「生きるよろこび」を一人ひとりの子どもが感じて

こそ身につけることができるものである．そういった意味で，今まで「音楽」の授業に苦手

意識を抱いていた子どもをも取りこぼすことなく，「できる！」という喜びや楽しみの体験

を提供することが子どもの自己肯定を促し，それこそが「生きる力」を根幹から支えるもの

になると考える． 
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